
決算
令和 7 年度 まちの財政レポート

一般会計の歳入総額は、179億8,001万円、歳出総額
は175億3,261万円となりました。歳入と歳出の差の
うち、翌年度に繰り越すべき財源である823万円を除
くと、4億3,917万円の実質黒字となります。

0088 健全化判断比率
すべての比率が基準以内

　公営企業会計では、下水道事業の収益的収支を除き、
赤字となっています。各公営企業会計へ一般会計から
の繰り入れによる赤字補てんをおこなっています。公
営企業の基本原則に基づいて、独立採算を目指して、
今後も経営の健全化・効率化を進めていきます。

0044 公営企業会計
経営の健全化・効率化を継続 0055

　特別会計では、いずれの会計においても黒字となりま
した。国民健康保険特別会計では、黒字額が前年度から
1,953 万円増加しました。介護保険特別会計でも 4,183
万円（基金繰入額 3,786 万円含む）の黒字額増加となっ
ていますが、後期高齢者医療保険特別会計では黒字額が
173 万円減少しています。

特別会計
いずれの会計も黒字

歳 入 歳 出 差 引
国民健康保険 334,782 331,017 3,765
後期高齢者医療保険 52,545 50,771 1,774
介護保険 296,592 285,666 10,926
工業団地建設事業 14 0 14

（万円）歳 入 歳 出 差 引
水道
事業

収益的収支 104,185 116,812 ▲ 12,627
資本的収支 39,203 57,686 ▲ 18,483

下水道
事業

収益的収支 115,594 107,441 8,153
資本的収支 48,468 58,905 ▲ 10,437

病院
事業

収益的収支 474,384 536,625 ▲ 62,241
資本的収支 9,134 28,522 ▲ 19,388

（万円）

健全 悪化

早期健全化基準 財政再生基準
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⑤ 資金不足比率
上下水道や病院などの公営企業の
資金不足を営業収益の規模と比較
した経営状況の度合い

① 実質赤字比率
市の福祉や教育、まちづくりなどを
行う一般会計等の赤字の程度

② 連結実質赤字比率
公営企業会計を含む全会計の赤字
や資金不足の程度

③ 実質公債費比率
市の標準的な収入に対し、市の一
般会計等が負担する借入金の返済
額やこれに準じる額の大きさの程度

④ 将来負担比率
市の一般会計等が借入金や公営企
業などに対して将来支払う可能性の
ある負担などの程度

① 

②

③

④

⑤

▶	 一般会計…福祉・土木・消防や教育などの行政の基本的な施策を行
う会計で、歳入は市税などがあります。

▶	 市税…皆さまからの税金
▶	 公債費…市が借り入れたお金の返済
▶	 市債…市が借り入れたお金
▶	 公営企業の独立採算…運営経費は当該企業の収入をもって賄われな

ければならないとされています。
▶	 企業会計…独立採算による特定の事業を経理する会計で、本市では

上下水道と病院の３会計があります。
▶	 特別会計…事業目的を限定し、特定の歳入を特定の支出に充てて経

理する会計になります。
▶	 健全化判断比率…各市の財政状況を判断する指標として国の基準で

算定されています。

用 語 説 明

※本ページの本文やグラフ、表の数値は表示単位未満
を四捨五入しているため、合計と一致しない場合が
あります。

　令和 7 年度の市税の総額は69億円となり、ピーク
である平成18年度の115.6億円から46.6億円減少し
ています。また、近年、市税の減少に伴い、不足する
お金を確保するために貯金の取り崩しや借り入れが続
いています。このような状況を脱却するために、令和
６年度から事業の効率化や使用料の見直し、広告収入
の新設など、持続可能な財政運営を目指した対策を進
めています。令和７年度決算では、貯金の取り崩し額
を上回る積み立てができ、これまでの取組の成果が着
実に表れ、財政状況は改善傾向にあります。今後も、
財政の安定化に向けた取組を推進していきます。

持続可能な財政運営へ持続可能な財政運営へ
財源確保の成果が見え始める

　令和 7 年度のふるさと納税の寄付額は前年度から約
約 1.7 億円増加しました。寄付者の皆さまに選んでい
ただいた使い道に応じた事業に活用しています。

0066 ふるさと納税
寄付総額は4億3,284万円 0077 経常収支比率

前年度比1.0％改善
　「経常収支比率」とは、市税などの市に入るお金のう
ち、施設の管理や人件費など経常的に支出されるお金
の割合を示しています。比率が低いほど、その他にお
金が使えるため、柔軟な財政運営が可能となります。

0202 基金
5,602万円を積み立てました

　市の貯金である「基金」は令和 7 年度末には49億
7,624万円となりました。前年度から5,602万円の増
加となり、取り崩し額よりも積立額の方が多くなりま
した。

　借入金（市債）残高は、令和 7 年度末には98億7,193
万円となりました。令和 7 年度は、道路の改良やため池
の整備、白羽保育園の解体、配水管の統合などに充てる
ため、借り入れをしました。

0033 地方債
借入金残高は98億7,193万円
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0101 一般会計
歳入と歳出の差引額は4億4,740万円

自主財源自主財源
52.152.1％％

市税市税
38.4％38.4％

依存財源依存財源
47.8％47.8％

経常的経費経常的経費
76.276.2％％

公債費公債費
4.2％4.2％

投資的経費投資的経費
13.4％13.4％

その他経費その他経費
10.5％10.5％

総額総額

179179 億億
8,0018,001 万円万円

総額総額

175175 億億
3,2613,261 万円万円
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令和 6 年度
類似団体平均
92.5％

令和 7年度令和 6年度

85.6％

決算情報のわかりやすい

発信に努めていきます。

ご意見をお聞かせください。

▲回答はこちら

（万円）
使い道 金 額 件 数

学術文化の向上・体育の振興 13,330 9,635
子育て支援・保健福祉の充実 10,949 8,024
自然環境の整備・保全 4,135 2,974
産業の活性化 2,472 1,652
防災対策の充実 1,230 887
国際交流、多文化共生の推進 333 209
その他（市長におまかせ） 10,835 7,627

合計 43,284 31,008
照会　財政課　☎0537�1112
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